寿で暮らす人々あれこれ　４１
労働相談に来た人たち…
　労働相談は労働にかかわる相談だが、その問題にその人の生き方が反映されていることがある。問題の解決は大事だけれど、その人の人生観や社会感がうかがわれて面白い。
　賃金不払いの相談　飯場で１カ月ほど働いたが、追い回しにもあい賃金をもらわずに戻ってきた。事情を聴いて、さて業者に連絡をという時になって彼は「ちょっと待ってくれ」と僕の電話をとめた。なぜ…？　と聞いたけれどもしばらくは無言。しばらくして「少し考えさせてくれ」と言って相談室から出て行った。翌日、彼は相談室に来て「自分で何とかする」とのことだった。聞いてみると、自分で何とかするというのは、今回はあきらめ働き口を見つけるということだった。納得できかねる僕は、どうしてなのか、支払わせることができるから一緒にやりませんかとすすめた。彼は「この稼業をしていると、こういう問題で揉めたりしたことが知られると仕事がしづらくなるんだ…」僕は絶句してしまった。そう言われるとそういうこともあるだろうとは察することができる。しかし、日雇で生活していくために、賃金をあきらめる、解決をあきらめる、ということを聞くのは初めてで、驚きだった。僕は返す言葉がなかった。
　日雇労働者（以下日雇と略す）は、直接の雇主が誰かわかる場合もあればわからない場合もある。手配師に紹介され、手配師から日当をもらう。賃金問題や労災問題が起これば、業者と日雇の間に手配師が入ってうやむやにすることも多い。それが十分な補償ではなくても日雇は手配師に感謝する。元請、下請、孫請と続く連鎖の中で責任の所在があいまいになる。下請群は俗に一つ倒産すると三つできるといわれるくらい「偽装」が多い。時間と理屈の手続きを面倒がる日雇気質もそれに輪をかける。大怪我で後遺症が残っても何の補償もなかったということも珍しくはない。でも。日雇はぐずぐず言ってはいられない。その日の稼ぎがその日の生活を支えるのだから。タフでお人好しで短気で損得勘定が苦手で、選択の結果結局、自分が一番困るということになることが多い。日雇を取巻く差別や制度の不合理に怒り悲しんでも、日雇は不器用に毎日を生きている。
　＜飯場＞　小資本の土木・建築業者が作業現場の近くに建てるプレハブの宿舎のこと。ここは生活と労働の一時的場所。有期の契約で１０日の場合もあれば１カ月、３カ月。半年という場合もある。契約が終わるとき、飯場で生活するのにかかった諸費用を労働賃金から清算する。、きちんと記録する日雇は少ないので業者の清算にいいなりということもある。飯場は、無一文になった労働者、野宿している労働者でも連れて行く場合もある。その場合、その労働者は前借という負債を抱え働きながら借金を返すということになる。
＜追い回し＞　飯場での契約が済んで清算という時、業者は何かと理由をつけて契約の延長を押しつける。賃金をもらえないからいやいやながら働く。そのうち、仕事量を増やしてくるので労働者は賃金をもらわず逃げるように飯場を出る（脱走・トンコ）ことになる。
後日賃金の請求をすると、勝手に出て行ったからとを支払わない口実にしたりする。
次回は、また考えます…
　　ずっと以前、港北区のある中学校の校庭の工事で、土留めが崩れて二人の日雇い労働者が生き埋めとなり死亡した事件が新聞で報じられた。僕はすぐその学校に行き現場を見た。カメラで撮った。そんな大事故が起きたとも思われない小さな崩れだった。もちろんその真下に埋まったら命はないと思えるのだが。幅３メートル余り、深さも２メートル余り。両脇は板で土留めされていたが、それが一部崩れ土砂で溝が埋まっていた。
工事中の事故が報じられるたびに、下請けの労働者や日雇労働者が犠牲になる。僕はその保障がどういう経路を経てどんな内容で解決されていくのかほとんど知らない。僕のような立場の者が関係者から詳しく聴くことは難しい。
